
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４３０１

基盤研究(B)

2013～2009

不便の効用を活用したシステム論の展開

Systems Theory based on Benefit of Inconvenience

９０２１４６００研究者番号：

川上　浩司（Hiroshi, Kawakami）

京都大学・情報学研究科・准教授

研究期間：

２１３６０１９１

平成 年 月 日現在２６   ６ １５

円    13,800,000 、（間接経費） 円     4,140,000

研究成果の概要（和文）：本研究課題は、便利の追求で見過ごされて来たが実は人を含む系においては重要であった事
項を整理し、効率化や自動化に代わるシステムデザインの指針を探るものである。国内外の動向を整理すると共に、各
種のデザイン領域における事例を収集・整理した結果は、学術雑誌や学会で報告するだけにとどまらず、平成23年に一
般啓蒙書（不便から生まれるデザイン：DOJIN選書42）にまとめ、web でも逐次発信をしている。また、場のメカニズ
ムデザインへの応用事例は、2013年に閣議決定された計画に盛り込まれた。日用品デザインへの応用事例は、各種メデ
ィアで採り上げられた。

研究成果の概要（英文）：The project aims to develop a new systems theory based on a viewpoint where furthe
r benefits of inconveniences are appreciated. Analyzing case examples of such design field as mechanical, 
mechanism, industrial and interface design results in many papers and some books (e.g. DOJIN sensyo no.42,
  BUNSYU sinsyo no.901). Preliminary reports of our research can be found in our web pages (ruben-eki.jp, 
www.facebook.com/fuben.eki). Practical applications of our research have risen to national prominence. An 
application to article design has been reported by many media, and an application to mechanism design, cal
led BiblioBattle, which was incorporated in a plan decided by the Cabinet, has grown to become a nationwid
e convention.
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９，Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
(1) 手間がかかることや認知リソース（記憶，
推論など）が割かれることをまとめて不便と
呼ぶ事にすると，それらの削減（すなわち便
利）の盲目的な追求が，様々な問題を引き起
こしている．たとえば自動化に代表される便
利なモノや方式は，製造ラインにおける作業
者のモチベーションや改善意欲の低下，原子
力プラントや航空機における運転員の状況
認識阻害などの問題が知られる． 
 
(2) 上記の問題に対して，更なる便益を追求
するという解決法の採用が一般的であるし，
それが技術革新の推進力とも考えられて来
た．しかし，それが対症療法的にならざるを
得ない場合，新たな問題の温床ともなり得る．
それならば一旦もとに立ち戻るという方策
も選択肢に入れるべきであろう．ただし，「昔
の生活に戻れ」と主張することは現実的では
ない． 
 
(3) 便利の押しつけで看過されてきたが実は
重要であった事象を掘り起こし，新たなデザ
イン指針としたい．このような考え方から，
不便がもたらす効用を「不便益」と名付け，
これを積極的に評価する視座からのシステ
ム論構築を試みた（科研費，萌芽 18656114）．
本研究課題は，その結果を更に精緻化すると
ともに，応用を通した検証を相補的に実施す
るものである． 
 
２．研究の目的 
 
(1) 本研究課題は，不便なモノや方式を積極
的に活用する視点からのシステム論を精緻
化すると共に，それの応用を通して有効性を
検証することを目的としている． 
 
(2) これまでの調査の結果，不便なモノや方
式には，便利なモノや方式より 
 対象系理解や習熟，メンテナンスを妨げな
い 

 投機的な働きかけや手間をかける余地が残
されている 

 自己肯定感を醸成する 
などの特徴が多く観察された．本研究課題の
目的を具体化すると，上記の性質を与えるた
めのデザイン指針とデザイン対象との組合
せを，各種対象領域における応用を通して実
証的に特定することになる． 
 
３．研究の方法 
 
下記に示す理論化と実践とを，相補的に実施
する．各年度に得られる暫定的な理論は，実
践から得られる知見に基づくものであり，実
践は暫定的理論の検証の場としても位置づ
けられる．これを繰り返し，最終年度には各
年に精緻化される暫定理論を一つの設計論

にまとめる． 
 
(1) 理論化：不便（手間がかかる，認知リソ
ースが要求される）だからこそ得られる益を
実現する指針は，最も抽象的に言えば「不便
にせよ」であるが，不便ならば必ず益が得ら
れるものではない．もう一段具体化すれば
「上記３つの性質を与えるようなデザイン」
であるが，これでもまだスローガン的であり， 
設計指針と呼べるものではない．最終目標で
あるデザイン論は，設計指針とその応用対象
の特定から成る．そのために，情報理論・計
算論・認知心理を援用してトップダウンに暫
定的な設計指針を定め，実践からボトムアッ
プに得られる知見を導入して順次精緻化す
る． 
 
(2) 実践：本研究課題のメンバは，以下に示
す領域にて活動しており，それらを不便の効
用を活用するデザインの実践と知見収集の
場とする． 
 インクルーシブデザイン 
 情報伝達系のデザイン 
 場のメカニズムデザイン 
 インタフェースデザイン 
 日用品のデザイン 
  
４．研究成果 
 
(1) 理論基盤 
① 各デザイン領域での実践に対する理論的
アンカーにすべく，初年度には本研究課題の
目的と意義を総説論文（学会賞受賞）にまと
めた．ただし，多くの事例を集めて帰納的に
不便の益を整理した内容は，事例の紹介を付
して説明する必要があるが，これは学術論文
にはならない．そこで，それらの内容は一般
啓蒙書籍（2011年：化学同人社）にまとめた． 
 
一般啓蒙書籍を受けて，研究分担者がカバー
する以外の領域の研究者からの反応もあり，
各種領域における不便の益をまとめて，計測
自動制御学会の学会誌上で，本研究課題の特
集（計測と制御，51(8)，pp.699-770）を組ん
だ．さらには，経営工学・人工知能などの異
なる幾つかの研究分野の視点から本研究課
題を捉え直し，解説記事を各学会の学会誌に
寄稿した（計測と制御 51(11)  pp1079-1081，
ヒューマンインタフェース学会誌 15(3) 
pp.217-222 ， 人 工 知 能 学 会 誌  28(4) 
pp.615-620，経営システム 22(2) pp.61-66）． 
 
② 強化学習問題のための分布推定アルゴリ
ズムを提案するとともに（2009 年 GECCO 
Best Paper Award受賞），これにモデル探索
機構を付与することによって，チューマップ
が構成できることを確認した．これは，不便
益の数理基盤として想定するチャネル理論
における情報射の表現形式の一つであり，研
究計画当初に想定していた二つの数理基盤



（進化論的計算とチャネル理論）をつなげる
ものである． 
 
(2) 個別デザイン領域における実践と理論的
知見抽出 
① 場のメカニズムデザイン領域 
近年のウェブを援用した「何時でも何処でも
誰とでも」可能になった便利な書評に注目し，
書評という場を媒介としたコミュニティ形
成を促すビブリオバトルと呼ぶメカニズム
をデザインした．これは，「いまだけ，ここ
だけ，ぼくらだけ」の書評合戦であり，制約
が多いと言う意味では不便である． 
 
このメカニズムの機能や設計の妥当性を検
証した（2012成果）．更には，ワークショッ
プ開催等の普及活動に努めた結果，45都道府
県でのビブリオバトル開催が確認された．加
えて，研究開始から 2012 年度末までに新聞
90 回，テレビ 17 回，ラジオ 15 回，雑誌ほ
かには 13回とりあげられている．また，2013
年 5 月 17 日に閣議決定の「第三次子供の読
書活動の推進に関する基本的な計画」に盛り
込まれた． 
 
同じく，場のメカニズムデザインとしては，
都市空間の設計も好適な対象である．これに
対して，交通行動と居住地選択行動の相互作
用から発生する都市のダイナミクスを，マル
チエージェントシミュレーションによって
検証した．その結果，一見すると同様に不便
に見えるデザインが，個々のエージェントの
意思決定の自由度によってマクロな層では
異なるパターンを形成する事が示された． 
 
② 意匠デザイン領域 
能動義手のデザインを題材として，機能性の
増強という便利さを追求するのではなく，ユ
ーザのメンタルロード軽減や嬉しさを基軸
に置くデザインによって，ユーザと義手の間
の関係が変容することを確認した．さらには，
その設計指針を策定した．この結果を受け，
先天性上肢欠損児のための発達を促す義手
の開発（基盤(C)25350662）が立上っている． 
 
また，意匠デザインとコミュニケーションデ
ザインの境界領域に，ピクトグラムのデザイ
ンがある．この事に注目して，ピクトグラム
によるコミュニケーションの仕組みをデザ
インし，実装した． 
 
③ 情報伝達系デザイン領域 
情報伝達には便利なマスメディアに対して，
伝達の局所性を重視するメディアビオトー
プという考えがある．これは，生態系のビオ
トープを情報伝達系にアナロジーする考え
である．これに注目して，メディアビオトー
プが形成するコミュニティの特性を分析す
るために，各成員の意思決定を他者との対
立・協調関係と言う立場からモデル化した．

このモデルは囚人のジレンマに基づいてお
り，それぞれのエージェントは各種メディア
によって得られる情報に従って行動戦略を
学習する．この戦略の傾向を分析する事によ
って，メディアがコミュニティに与える影響
を明らかにする方法を策定した． 
 
ここまでに集積した知見に基づき，物理的な
場所の共有を前提としたコミュニケーショ
ンシステム：RSNS (real social network 
system) を提案し，そのアプリケーションを
試作した．これを用いた実証実験を最終年度
に実施した． 
 
④ インタフェースデザイン領域 
H23 年度から加えたインタフェースデザイ
ンに関しては，H24年度は交通安全や低燃費
運転をモチベートする乗用車の運転席を対
象にした実験を実施し，良好な結果を得てい
る．この結果を発表した学術論文ならびに学
術講演では，各賞を受賞した（2013 年度計
測自動制御学会論文賞（友田賞），第 64回自
動車技術会論文賞 2012 ヒューマンインタフ
ェース学会優秀プレゼンテーション賞）． 
 
⑤ 日用品デザイン領域 
不便の効用を重視する考え方を，デザインに
実践するだけでなく，より一般性をもたせて
発想支援策に応用した．これは，ヒューマン
インタフェース学会や計測自動制御学会で
各賞（2010 年度ヒューマンインタフェース
学会論文賞，2013 年度計測自動制御学会シ
ステム情報部門最優秀論文賞，同部門研究奨
励賞）を受賞するとともに，そのアプリケー
ションは以下に示す各メディアに採上げら
れ，当研究課題の目的が一般にも浸透した． 
 NHK world 2013/10/21 News Line “The 

Cost of Convenience” 
 NHK関西 関西熱視線 2013/10/11「不便に
こそ利益あり」 

 NHK総合 おはよう日本 2013/09/27 
 NHK関西 夕方のニュース 2013/09/11-14 
 朝日小学生新聞 2013/08/02「不便？それが
いいのだ」 

 読売 KODOMO新聞 2013/08/01 「不便が
楽しい」 

 日経新聞 2013/05/16「この不便さ，計り知
れない」 

 KBS京都，笑福亭晃瓶のほっかほかラジオ 
2013/04/16 

 朝日新聞 2013/04/09 
 産経新聞 2013/04/06（関西版） 
 よみうりテレビ，す・またん 2013/04/05 
 京都新聞 2013/03/29「素数ものさし どう
測る？不便さ人気」 

 関西テレビ，ニュースアンカー 2012/06/21 
 読売新聞（東京本社）2011/01/01 「無駄の
効用ワクワク」 

 たけしのニッポンのミカタ  2010/07/09 
「不便が日本を切り開く!?」 



 
(3) 学術会議における議論や意見収集の場と
して，以下に示すセッションをオーガナイズ
し，本研究課題の研究分担者に加え，関連す
る様々な研究領域からの参加者を得た． 
 
 2013 Conf. on technologies and 

applications of artificial intelligence (6-8 
December, Taipei) 

 2013 計測自動制御学会 システム情報部門
学術講演会 (18-20, Nov., Ohtsu) 

 2013 システム制御情報学会 (15-17, May, 
Kobe) 

 2012 SICE システム情報部門大会 (21-23, 
Nov., Nagoya) 

 2012 自動制御連合講演会  (17-18, Nov., 
Kyoto) 

 2012 8th Int. Conf. on Humanized 
Systems (Aug., 16-18. Daejeon, Korea) 

 2011 SICE システム・情報部門学術講演会
(21-23, Nov.,  Tokyo) 

 2010 SICE システム・情報部門学術講演会
(24-26, Nov., Kyoto) 

 2010 SICE Annual Conference: OS (18-21, 
Aug., Taipei) 

 2010 第 37 回知能システムシンポジウム 
(16-17, Mar., Yokohama) 

 2009 SICE システム・情報部門学術講演会 
(24-26, Nov., Yokohama) 
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